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まず最初に	


はエンベッドと読みます。	


mbedの開発者Chris Styles氏による発音講座	




高速プロトタイピングが可能なマイコンモジュール	


構築済みの開発環境をクラウドサービスとして提供することにより 
導入時の複雑な環境構築を簡略化	


代表的なmbed 
「mbed NXP LPC1768」	


ブラウザ上でプログラミングして開発する	


１．mbedとは	




mbedには現在78のプラットフォームがあります。	


CPUのベンダーや性能、機能の違いでさまざまな 
プラットフォームが登録されています。	


１．mbedとは	




本日使用するのはmbed LPC1114FN28です。	


mbedプラットフォームの中では性能が低い方ですが、 
その分、省エネで安価です。	


なので11月14日開催としました。	


１．mbedとは	




　使用する部品	

　 
　　●Simple IoT Board　　　 
　　　mbed LPC1114FN28用にWi-FiとGroveコネクタを 
　　　拡張するボード 
 

１．mbedとは	




　1.1 mbedのLチカ　 
　　とにかくプログラムを動かしてみましょう。	


・Ｌチカとは	
 
　マイコンを動かすファーストステップとして、ＬＥＤを	
 

　チカチカ点滅させて動作確認することを一般的にＬチカ	
 
　と言います。	
 

　従来はマイコンを動かすための回路を組み立て、プロ	
 

　グラムを作るための開発環境を構築し、専用のライタ	
 
　でマイコンにプログラムを書き込んで初めて、ＬＥＤ	
 

　が点滅するところを確認できます。	
 
　ただＬＥＤを点滅させるだけでも道のりは長いもので	
 

　した。	
 

①．mbedをSimple IoT Boardに載せて、ＵＳＢでパソコンに繋ぐ	


②．ストレージとして認識されるので、中のmbed.htmlをクリック	


１．mbedとは	




③．ユーザー登録を行う 
　　メールアドレス 
　　ユーザー名 
　　パスワード 
　　ファーストネーム、姓 
　　Country 
　　を入力する	


１．mbedとは	




④．プログラミング画面でワークスペースを作る	


Compilerをクリックするとプログラミング画面へ	


Newをクリックすると 
ワークスペース作成	


１．mbedとは	




⑤．プログラミング画面でワークスペースを作る	


ワークスペースの情報を入力するダイアログ	


作成されたワークスペース 
最初からＬＥＤが点滅するプログラムが書かれている	


１．mbedとは	




⑥．プログラムをちょっと変更する	


LED1をp18に変更	


１．mbedとは	




⑦．コンパイルして動かす	


Compileボタンを押してしばらくするとファイルのダウンロードが
始まる	


ダウンロードしたファイルをストレージとして 
認識されたmbedに置き、リセットスイッチを押す 

	


１．mbedとは	




プログラムの解説	
 mbedライブラリを使用できる様にするための記述 
 
デジタル出力（DigitalOut）という機能を使うための宣言 
myledというのは名前である程度、自由にネーミングできる 
dp18はSimple IoT BoardのLEDを指している 
 
この部分と文末の中カッコ{ } は、対になっています。基本的な
プログラムの流れはこの部分から始まって、最後の中カッコで
終わる 
 
この「while」というのはこの後のカッコ ( )の中身が真であれば
次の中カッコ { から 中カッコ　}　までを繰り返すという制御文 
 
デジタル出力機能で宣言したmyledに１を代入するという意味 
ここではLEDが点灯する 
 
この「wait」というのもmbedライブラリで定義されているもので、
カッコ () の中の数字の分、プログラムが止まる 
	


１．mbedとは	


#include	
 "mbed.h"	
 
 	
 
DigitalOut	
 myled(dp18);	
 
 	
 
int	
 main()	
 {	
 
	
 	
 	
 	
 while(1)	
 {	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 myled	
 =	
 1;	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 wait(0.2);	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 myled	
 =	
 0;	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 wait(0.2);	
 
	
 	
 	
 	
 }	
 
}	
 
 	
 



・プログラムを変更して動きを変えてみよう 
 
 
 
 
 
 
 
・変更したプログラムをパブリッシュして共有しよう	


	


１．mbedとは	


#include	
 "mbed.h"	
 
 	
 
DigitalOut	
 myled(dp18);	
 
 	
 
int	
 main()	
 {	
 
	
 	
 	
 	
 while(1)	
 {	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 myled	
 =	
 1;	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 wait(1.0);	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 myled	
 =	
 0;	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 wait(1.0);	
 
	
 	
 	
 	
 }	
 
}	
 
 	
 



1.2　クラウド開発環境	


インターネットが繋がる環境で一般的なブラウザが動作する 
環境であればWindowsでもLinuxでもMacOSでも開発可	


 
・開発言語はC++	
 
・サーバ上でコンパイルするのはRealVew4（RVDS4.1) 
・ソースコードはクラウド上に保存リビジョン管理機能もあり	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


充実したライブラリでマイコンによる初期化やペリフェラルの 
扱いを意識せずに作り始められる。	


LEDをチカチカさせる最初の 
プログラムもこれだけ。	


デジタル出力ライブラリ	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


クラウド開発環境と連携するさまざまなサービスが 
展開されているmbed.org	


①プラットフォーム 
②コンポーネンツ 
③ハンドブック 
④クックブック 
⑤コード 
⑥クエッション 
⑦フォーラム	


①　　　　②　　　　 ③　　　 ④　　　⑤　　　⑥　　　 ⑦　	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


①プラットフォーム 
　　mbedのクラウド開発環境に対応したボードの情報が 
　　掲載されているページ。 
 
　　 
　　新たなボードを使う場合は 
　　このページから開発環境を 
　　対応させる事が出来る。	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


②コンポーネンツ 
　　部品や拡張ボードなどコンポーネントごとに選んで、 
　　サンプルソースやライブラリを開発環境にインポート 
　　出来るページ。 
　　 
　　	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


③ハンドブック 
　　mbedの使い方や豊富なmbed標準ライブラリが紹介 
　　されているページ。 
　　 
　　	


標準ライブラリ 
•  デジタル入出力 
•  アナログ入出力 
•  タイマー割り込み 
•  ＵＡＲＴ 
•  Ｉ２Ｃ 
•  ＳＰＩ 
•  ＵＳＢ 
•  ＬＡＮ 
•  ＲＴＯＳ 
　　など 
 

１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


④クックブック 
　　さまざまなプログラムやライブラリともに使い方のレシピ 
　　も公開されているページ。 
　　 
　　	


クックブックライブラリ 
•  キャラクタLCD 
•  Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ 
•  ＨＴＴＰサーバ／クライアント 
•  WｅｂＳｏｃｋｅｔ 
•  FileSystem 
•  さまざまなデバイスとの 

通信ライブラリ 
    など 
 

１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


⑤コード 
　　公開されているソースコードやライブラリの一覧ページ。 
　　 
　　	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


⑥クエッション 
　　ユーザー同士でmbedに関する疑問をやりとりするページ。 
　　 
　　	


１．mbedとは	




1.2　クラウド開発環境	


⑦mbedに関するディスカッションが行われているページ。 
　　 
　　 
　　	


１．mbedとは	




1.3　mbedのコミュニティ	

　 
•  mbed.orgでは作った、ソースコードがシェアできる。 

シェアしたソースコードはシームレスに自分の開発環境へ 
 
•  FAQやフォーラムで質問、疑問は共有できる。 

•  コラボレーション機能で複数人で開発可能。	


１．mbedとは	




1.4　mbedのスペック	

　 
本日使用するmbed LPC1114FN28の性能 
 
●搭載CPU 	

　ARM Cortex-M0 LPC1114FN28　48MHz 
　FLASH 32KB　	

　RAM 4KB 
 
●I/O機能	

デジタル入出力x19、アナログ入力x5、PWMx4、UARTx1、
I2Cx1、SPIx1 

１．mbedとは	




1.4　mbedのスペック	

　 
● I/O機能とはどんなもの？（一例を紹介）	

　デジタル入力・・・スイッチのON/OFFを知る。	

　デジタル出力・・・LEDを光らせたりする。	

　アナログ入力・・・電圧を知る。（温度などのセンサーは計測し 
                                                 た値を電圧に変換している。）	

　PWM           ・・・パルスを出力してブザーの音を作ったり、	

　　　　　　　　　　    モーターのスピードを制御する。	

　UART          ・・・GPSモジュールやパソコンと通信を行う。	

　I2C、SPI　　 ・・・液晶やSDカードなどと通信を行う。 

１．mbedとは	




１．mbedとは	


　 
•  アイディアをすぐに具現化できる 
•  安価で開発できる 
•  コミュニティを活用し、一人で悩まなくて済む 

メリット	


デメリット	

　 
•  インターネットに繋がる環境が必要 
•  導入は楽だが、マイコン自体の勉強にはならない。 

1.5　mbedのメリット、デメリット、作例	




１．mbedとは	


1.5　mbedのメリット、デメリット、作例	




１．mbedとは	


1.5　mbedのメリット、デメリット、作例	




１．mbedとは	


1.5　mbedのメリット、デメリット、作例	




１．mbedとは	


１章の最後に…	


mbedサービスでプロトタイプしたS/Wは 
ほぼ商用利用でも流用可能	




１．mbedとは	


製品向けのソフトウェア開発を行う場合も	

プロトタイプした資源を流用可能	




mbedに温度センサを繋げてちょっとしたプロトタイピングを 
体験してみよう！	


2. mbedに温度センサを繋げる	




2.1　使用する部品	

　 
　●Grove 温度センサ　　　 
　　　NTCサーミスタとオペアンプによって構成されている 
　　　センサモジュールです。 
　　　NTCサーミスタは温度が上がると抵抗値が下がるセンサで 
　　　-40℃〜125℃の範囲の温度を計る事ができます。 
　　　精度は±1.5℃です。 

2. mbedに温度センサを繋げる	




2.2　温度センサを繋げる　	

　 

2. mbedに温度センサを繋げる	


Analog/Digitalと 
書かれている部分に繋ぐ	




2.3　シリアルコンソールの準備　	

　 
・ドライバとシリアルコンソールソフトのインストール 
 
　Simple IoT BoardのWindows用シリアルドライバ 
　（自動的にインストールされない場合） 
　　http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 
 
　シリアルコンソールソフト「CoolTerm」 
　　http://freeware.the-meiers.org/ 
 

2. mbedに温度センサを繋げる	




2.4　プログラム準備する　	

　 
特設ページのリンクよりサンプルプログラムをインポートする 

2. mbedに温度センサを繋げる	




2.4　プログラム準備する　	

　	

　　プログラムを変更する 
 
　　・ポートの変更 
　　・不要な部分の削除 
　　・プラットフォームの変更 
　　・ソフトウェアシリアルライブラリのインポート 
　　・PCへ出力するための 

2. mbedに温度センサを繋げる	




2.4　プログラムを動かす　	

　	

プログラムを書き込み、USBコネクタを繋ぎ変える	


2. mbedに温度センサを繋げる	




2.4　プログラムを動かす　	

　	

シリアルコンソールをコネクトして、プログラムを動かす 

2. mbedに温度センサを繋げる	


①

②

③

④



2.4　プログラムを動かす　	

　	

シリアルコンソールをコネクトして、プログラムを動かす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シリアルコンソール上に数値が表示されます 

2. mbedに温度センサを繋げる	




2章の最後に… 
 
いろいろなGrove拡張ボードの紹介	


　	


2. mbedに温度センサを繋げる	


電流センサ 
水分センサ キャラクタ液晶 



次はインターネット上のWebサービスと連携させてみよう！	


3. Webサービスとの連携	




4.1　IFTTT(イフト)の紹介	
　 
IFTTTはWebサービスどうしを連携させる事が出来るWebサービス 
 

https://ifttt.com/ 
 
IFTTTの中のMakerチャンネルを使えばmbedとWebサービスも連携できる 
 
 

3. Webサービスとの連携	




4.2　IFTTT(イフト)の設定	
　 
 
　　　メールアドレスとパスワードを入れてアカウントを設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　チュートリアルが始まるので、進める 
 

3. Webサービスとの連携	




4.2　IFTTT(イフト)の設定	
 
 
　　　レシピの作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	




4.2　IFTTT(イフト)の設定	
　 
 
　　　レシピの作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	




4.2　IFTTT(イフト)の設定	
　 
 
　　　レシピの作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	




4.2　IFTTT(イフト)の設定	
　 
 
　　　レシピの作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	




4.3 mbedのプログラム 
 
　特設ページからサンプルプログラムのインポート　	


　 
 
　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	




4.3 mbedのプログラム 
 
　プログラムの設定　	


　 
 
　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	


9行目を変更 
 
ESP8266Interface wifi(dp16,dp15,dp4,"SSID","Password",115200);	


WiFiのSSIDとパスワードを設定 



4.3 mbedのプログラム 
 
　プログラムの設定　	


　 
 
　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　 

3. Webサービスとの連携	


38行目を変更 
 
IFTTT ifttt("EventName","Secret Key", &socket);	




4.4　さまざまなWebサービスと連携	

　 
連携のヒント 
 

3. Webサービスとの連携	


31行目で他のWebサービスに渡す引数をセット 
 
ifttt.addIngredients(msg,"","");	


Value1   Value2   Value3 



4章の最後に…	
　 
 
　IFTTT以外にもWebサービスはたくさんあります。 
　いろいろ探してプロトタイピングしてみてはいかがでしょう！　 
 
　例 
　　天気予報サービス＋mbed＋ブザー 
　　　→雨が降りそうなときは自己主張する傘 
　 
　　ぬか床＋ガスセンサ＋Twitter 
　　　→漬け物の様子をつぶやく、ぬか床bot 
 
　　 

3. Webサービスとの連携	




　 

うおーるぼっとの紹介	




mbedプラットフォーム　「うおーるぼっとBLE」　	


　 

うおーるぼっとの紹介	


Bluetooth Low Energyやロボット制御	

プロトタイピング or 学習	


mbedプラットフォームの１つとして 
登録されています。	




mbedプラットフォーム　「うおーるぼっとBLE」　	


　 

うおーるぼっとの紹介	


うおーるぼっとBLEはクラウドファンディングで 
お金を集めて開発し、量産、販売をしました。	




mbed祭りはmbedをネタとしたユーザーミーティング 
東京や大阪、名古屋、北海道など各地で開催しています。 
 
コミュニティページ：　https://mbed.doorkeeper.jp 
	


　 

mbed祭りの紹介	



